
平成21年、大晦日。
　ふるさとのボランテイア組織主催の越年行事に参加させて頂きました。澄み切った冬晴れの
午後の日差しの中、隅田川堤防での炊き出しには、約160名の方が並ばれました。
　路上での過酷な暮らしを余儀なくされている方々ですが、冷えきったからだに豚汁と豆ご飯で
からだも暖まりますね！笑顔で豚汁を口にほうばる姿にこちらも心がほっとします。
　一方、コスモスの健康相談には27名の方が来て下さいました。
　『高いね！寒いから血圧上がっているよねー。』
　血圧値が180を超える方もおられ、健康状態が懸念されます。季節柄、かぜ薬のニーズが多く
他には、胃薬、保湿クリーム等が配布されました。
　暖かい春よ！早く来い！！【Ｙ．Ｓ】

　昨年12月17日、上野精養軒にて恒例のコスモス忘年会
が開かれました。日頃お世話なっている多くの方々をご
招待して、百名を超える盛大な会となりました。若手看
護師登竜門の韓国舞踊。コスモス誇る美人看護師による
フラダンス。天使の歌声（？）コーラス隊。まだまだお
若い恩歳80歳の振袖姿を披露して下さったゆめ子さんの
歌。
　忙しい仕事の合間での練習ご苦労様でした。
　今年はカラオケも多くの方に参加して、楽しんで頂け
たかと思います。
　椿先生の心引き締まるお話（訓話？）本当にありがと
うございました。
　慣れない司会でしたが、皆様のお陰で無事に終わるこ
とができました。ありがとうございました。
　今年の忘年会が早くも楽しみです。【Ｍ．Ｋ】
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＜編集後記＞
　今年初めての発行となりますが、皆様に
楽しんでいただける機関紙として気合を入
れて一同頑張っていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　（大○）

コスモス新聞

　大学在学中であり、アルバイトとして
仲間入りさせていただきました。
  沢山のベテランスタッフさんと共に働
くことができ、大変心強く、日々学ぶこ
とが多いです。また、以前から興味のあ
ったこの地域を自転車で駆け巡れること
に、とても喜びを感じています。どうぞ
宜しくお願いいたします。【Ｋ．Ｈ】
 

　2月から訪問看護師として働かせて頂いて
います。
 働かせて頂く前は、しばらく城北の健康相
談会のボランティアとして月に1回お世話に
なっていました。ステーションでの仕事に
はまだまだ不慣れなことが多く、ご迷惑を
おかけすることも多々あると思いますが、
どうぞよろしくお願いします。　
【Ｅ．Ｍ】

　2月からコスモスで働かせて頂いておりま
す。訪問看護は初めてで、1年間ブランクが
あるということで、不安はありますが楽し
みでもあります。元気に楽しくやさしく仕
事をしていけたらと思っています。
よろしくお願いします！【Ｉ．Ｔ】

ようこそ！新しい仲間！

＜　忘年会レポート　＞

平成22年早春　第34号

好評絶賛発売中！！
　コスモスのＡ．Ｕ看
護師が本を出版しまし
た。
『つながりゆるりと　
小さな居場所「サロン
・ド・カフェ　こもれ
び」の挑戦』／自然食
通信社
¥1600　です。
　是非、書店でご注文
下さい。

～年頭に寄せて～
　訪問看護ステーションコスモス開設から10年がたちました。職員4名から出
発し、現在では約60名の職員がコスモスを支えています。地域の方、会員の方、
ボランティアの方たちの支援があっての現在です。心より感謝しております。
　昨年はコスモスハウス「おはな」を開設し、13名の入所者をお世話させて頂
いております。この10年で山谷地域・寿地域は大きな変容をみせ、コスモスの
職員始め、多くの支援者が行き来をしています。
　近年山谷の中に「地域ケア連携をすすめる会」が出来、本田医師を代表とし
多くの団体・個人が参加しています。単身高齢・低所得・障害を持った人達
が多く集まる山谷でのネットワークの取り組みは、今後予測される日本社会全
体の問題解決にも繋がる、先取り的な要素を持つ大きな意義を感じさせます。
　この間の若い力の台頭には目を見張るものがあり、是非新しい風を吹かせて
もらいたいと切に願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【Ｍ．Ｙ】

コスモスの種を蒔こう

　2月13日、「地域ケア連携をすすめる会」のシンポジウ
ムが台東病院でありました。
　コスモスからはＵ看護師が
「居宅サービスの現状と課題に
ついて」発表しました。
　大勢の方が参加し、充実した
会となりました。

圧倒的な歌唱力で 年々、
レベルアップしているコスモ
ス合唱団 今回も優雅な踊りを披露して

くれたフラダンスチーム

宋看護師指導の下、可憐な舞いを
演じてくれた韓国舞踊隊

　上の写真はカメラマンのＹ.Ｆさん
が撮影してくださいました。
　写真中央の青年がＹ.Ｓさんです。
いつもありがとうございます。
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　週一で夜勤をさせていただいてます。清潔
で明るく、優しい雰囲気の「おはな」にいる
と、ここが山谷である事をつい忘れてしまい
そうになりますが、お茶を飲んだりしながら
入居者の方のお話を聴いていると、日本の暗
部の片鱗をちらりと覗かされる時もあります
。Aさんは、生まれつき耳が悪く、そのせい
で教師にも軽んぜられて学校にも行かなくな
り、識字教育も十分受けないまま社会に出て
、やがて山谷にたどり着いたそうです。その
せいで、辛い思いを幾度もしたそうです。ち
ょっとしたハンディが原因で人生の大半を山
谷で過ごしてき、問題行動も多いAさんです
が、ヘルパーさんにお風呂に入れられて、ニ
カッと笑う顔は、母親にあやされるやんちゃ
坊主のようです。　　　　　　【Ｙ．Ｗ】

～
訪
問
看
護
の

　
　
　
現
場
か
ら
～

　
皆
様
か
ら
沢
山
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

大
切
に
使
っ
て
お
り
ま
す
。

・
中
西
さ
ま
　
　
　
　
・
栗
林
さ
ま

・
小
路
さ
ま
　
　
　
　
・
松
本
さ
ま

・
湯
浅
さ
ま
　
　
　
　
・
小
網
さ
ま

・
松
浦
さ
ま
　
　
　
　
・
中
西
商
店
さ
ま

・
城
崎
さ
ま
　
　
　
　
・
山
下
さ
ま

・
小
網
さ
ま
他

　
　
Ｐ
＆
Ｇ
マ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
の
皆
様

・
木
村
さ
ま

・
株
式
会
社
　
ユ
ー
コ
ー
さ
ま
　
（
順
不
同
）

　
以
下
の
物
の
ご
寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

★
い
こ
い
の
間

　
・
男
性
用
下
着
・
衣
類
・
靴
下
（
中
古
可
）

　
・
使
い
古
し
タ
オ
ル

★
お
は
な

　
・
台
所
用
消
耗
品
・
ス
ー
パ
ー
レ
ジ
袋

　
・
掃
除
用
消
耗
品

　
・
調
味
料
（
味
噌
・
醤
油
な
ど
）

通信

　訪問看護ステ－ションという場で医療畑でない私がこうしてケアマネ業ができ
ることに感謝しています。福祉のベ－スではなかなか難しかった病院でのカンフ
ァレンス、医師、看護師から頂くアドバイス、医療依存度の高い利用者さんを受
け持つことができ視野の拡がりを実感しています。「人と向き合うこと+雑草の
精神」をもちながら利用者さんから個人としてではなく「コスモスのケアマネも
なかなかいいね！」って言われるように頑張りたいと思います。　【Ｈ．Ｏ】
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当院は平成11年12月に台東区根岸で小さな医院と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して誕生しました。開業当初は来院患者も少なく特
　　　　　　　　　　　　　にこれといった方向性や特殊性も持たずに暗中模索の状態でした。そ
んな時に“いちご薬局”のＭ先生から在宅医療をやってはどうかと持ちかけられました。それは平
成12年になってからのことでした。確かその頃だと思います訪問看護ステーションコスモスが誕生
したのは。コスモスのＹさんから山谷の在宅医療をやらないかとお誘いを受けて初めて事務所にい
きました。当時小さな事務所で3人のスタッフで活動されていたのを覚えています。打ち合わせは
“いろは商店街”の5人しか入れない飲み屋のカウンターでした。トイレに行きたくてもありませ
んでした。しかしそんな中から在宅医療のやりがいや奥深さを学びました。現在当院は在宅医療に
かなり力を入れておりますが、まさにコスモスはその原点と言えると思います。当院は開院当初と
変わらず地味にゲリラ戦を展開しておりますが、コスモスは組織も大きくなり活動内容も濃くかつ
広範囲となっておりますが、今後も一緒に仕事をしていきたいと思いますので宜しくお願い申し上
げます。
【かとう内科医院　院長　Ｍ．Ｋ医師】
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　以前コスモスで働いており、イギリスに
嫁いだ看護師のＭ・Ｋさん（旧姓Ｙさん）
が、長女のＭちゃん（5ヶ月）を連れて、
はるばるイギリスからやってきました！な
んとまあ、かわいらしいことでしょう（＾
-^ ）
　また来てね★

　以前コスモスの事務をしていた、Ｈ.Ｓ
さんに元気な男の子が生まれました。Ｒ
くん（3ヶ月）です。かわいいクマさん
のお洋服で遊びに来てくれました。
　4月からは学生とママとの両立とのこ
と、がんばってね！！
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今号より、期間限定の新コーナーです。ケアマネージャーさんの日々の
思いを綴っていただきました。

　ローマで修行したイタリア料理店の
Ｙ．Ｓシェフが、おはなにボランティアで
パスタとカレーを作ってくださいました。
みんなで美味しく頂きました。
ありがとうございます！！

　1月に入ってゲーム特集最初の日、いつものよう
にテーブル毎のチームになって競い合いました。
　この日は5月以来8ヶ月ぶりの新ネタ登場、『スカイツリー』早
積み2回戦のあとは高さ勝負の3回戦構成、だんだん上にいくほど
スリルと緊張感が高まっていく！気付いたら立ち上がっている人
もいて積み上がっていく。身長の高い人が有利かと思いきや、そ
うもいかず、真っすぐ積んだ方が勝ちにつながります。
　最終結果は･･････「ごぎょうチーム」が1種目めからスタートダ
ッシュ「せりチーム・なずなチーム・はこべらチーム」に大差勝
ちでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【Ｋ．Ｓ】

＜デイサービスの一日＞

我が家☆自慢のペット
コーナー

　Ｈ看護師ご自慢のネコ、パ
ール（通称：パーちゃん）で
す。2月28日、5才の誕生日
を迎えました！プレゼントを
貰ってご満悦です。
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